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われわれは立体造影法を中心にした霊長類各分
類群の動脈系の解析によって,比較解剖学的な変
兄を明らかにするとともに.その進化史上の変化
と意義を考究する目的で研究をおこなっている.
今年度は新規に冷凍･液浸標本を借用すること
はできなかったが.昨年度にひきつづき.上腕骨
上原内孔の変異とその要因に関する分析をおこな
った.
上原内孔の変異で最も興味深いのは､広典故類
におけるモザイク状旗である.すなわち､タマリ
ン屈.オマキザル屈.サキ属などに同孔は観察さ
れ､マーモセット属.ティティ属､ホエザル属な
どには認められない｡これを現在までに提唱され
ている広鼻虫類の系統関係にあてはめてみると.
少なくとも3回,上坂内孔が独立に消失するとい
う並行現象が生じたことになる.
狭鼻類q)祖先段階でも.同孔は消失したと考え
られ,他の輔乳類のいくつかの分類群でも同様の
ことが生じたことが明らかである.このことは､
上籾内孔の消失の要因が必ずしも同一ではない可
能性を示す｡しかし‥烏口腕筋の形姐や下肢との
対挿関係などを考慮すると､同孔の消失は本来形
成されていた上肢屈筋群の内側壁が上腕骨内側上
鞍部で解解した現象とみなすこともできる.
いっぽう､ワオキツネザルでは上頼内孔が保有
されるにもかかわらず､正中神滋のみが同孔を通
り､上腕動脈は通過しない｡このような動脈の動
態との関連を今後分析する考えである.
